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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 70,464 24.2 651 ― 652 ― 302 ―

29年3月期第1四半期 56,755 △17.9 △1,050 ― △796 ― △664 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　109百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△1,626百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 11.57 ―

29年3月期第1四半期 △25.42 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 124,770 47,134 33.2

29年3月期 125,984 47,550 33.1

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 41,460百万円 29年3月期 41,707百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 10.00 ― 15.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 125,000 △2.2 800 ― 800 ― 400 ― 15.30

通期 260,000 △4.0 3,500 21.4 3,300 24.5 1,850 12.1 70.79

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 28,051,200 株 29年3月期 28,051,200 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 1,915,827 株 29年3月期 1,915,827 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 26,135,373 株 29年3月期1Q 26,135,373 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその事実を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日～平成29年６月30日)におけるわが国の経済は、企業収益や雇用情

勢が改善し、設備投資や個人消費も持ち直しの動きが見られ、海外においても景気は緩やかな回復基調が続きまし

た。 

 当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、クラウドサービスの普及に加えIoTやAIなど新しい

市場の誕生により、データセンター用のサーバーが好調を維持し、自動運転や電装化が進む自動車向けも堅調に推

移しました。またこれらの機器に搭載されるDRAMやNANDフラッシュなどのメモリ製品や、半導体製造装置も需要の

増加が続きました。 

 こうした状況の下、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、前年同期比24.2％増の70,464

百万円となりました。利益面では売上の増加に加え、為替レートが前年同期に比べて安定推移し売上総利益率が改

善したことにより、営業利益は651百万円（前年同期は1,050百万円の営業損失）、経常利益は652百万円（前年同期

は796百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は302百万円（前年同期は664百万円の親会社株主に

帰属する四半期純損失）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（デバイス事業） 

 デバイス事業は、NXPセミコンダクターズ社との代理店契約解消による減収があったものの、通信モジュール向け

半導体の需要が大幅に増加し、産業機器向けやゲーム機向けでも販売が増加しました。その結果、売上高は前年同

期比29.4％増の62,118百万円、セグメント利益は541百万円（前年同期は993百万円のセグメント損失）となりまし

た。 

（システム事業） 

 システム事業は、医用機器の画像診断装置や産業機器組込み用コンピュータの売上が増加しましたが、前年同期

に好調であった電子部品組立検査装置が反動減により減少しました。その結果、売上高は前年同期比4.8％減の

8,345百万円となりましたが、セグメント利益は売上総利益率の改善により112百万円（前年同期は54百万円のセグ

メント損失）となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は112,428百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,282百万円減

少いたしました。これは主に電子記録債権が1,283百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が2,899百万円減少

したことによるものであります。固定資産は12,341百万円となり、前連結会計年度末に比べ68百万円増加いたしま

した。これは主に投資有価証券が147百万円増加したことによるものであります。

 この結果、総資産は、124,770百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,214百万円減少いたしました。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は66,542百万円となり、前連結会計年度末に比べ729百万円減少い

たしました。これは主に短期借入金が2,558百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金が3,157百万円減少したこ

とによるものであります。固定負債は11,093百万円となり、前連結会計年度末に比べ68百万円減少いたしました。

これは主に退職給付に係る負債が31百万円、長期借入金が28百万円それぞれ減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は、77,636百万円となり、前連結会計年度末に比べ798百万円減少いたしました。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は47,134百万円となり、前連結会計年度末に比べ415百万円減少

いたしました。これは主に為替換算調整勘定が259百万円、非支配株主持分が169百万円それぞれ減少したことによ

るものであります。

 この結果、自己資本比率は33.2％（前連結会計年度末は33.1％）となりました。

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月９日に公表しました業績予想から変更はありませ

ん。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,584 13,482 

受取手形及び売掛金 59,635 56,735 

電子記録債権 5,807 7,091 

商品及び製品 29,385 30,172 

仕掛品 291 427 

繰延税金資産 1,149 1,040 

その他 4,947 3,565 

貸倒引当金 △90 △87 

流動資産合計 113,711 112,428 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,668 3,582 

減価償却累計額 △2,301 △2,231 

建物及び構築物（純額） 1,367 1,351 

機械装置及び運搬具 18 17 

減価償却累計額 △17 △17 

機械装置及び運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品 2,100 2,119 

減価償却累計額 △1,617 △1,641 

工具、器具及び備品（純額） 483 477 

土地 1,633 1,618 

リース資産 163 170 

減価償却累計額 △101 △107 

リース資産（純額） 62 62 

建設仮勘定 2 0 

有形固定資産合計 3,549 3,511 

無形固定資産    

のれん 448 420 

その他 699 832 

無形固定資産合計 1,148 1,253 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,627 3,775 

繰延税金資産 423 446 

その他 3,524 3,355 

投資その他の資産合計 7,575 7,577 

固定資産合計 12,273 12,341 

資産合計 125,984 124,770 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 37,987 34,829 

短期借入金 25,077 27,636 

1年内返済予定の長期借入金 112 112 

リース債務 38 36 

未払法人税等 434 190 

賞与引当金 1,034 705 

その他 2,588 3,031 

流動負債合計 67,272 66,542 

固定負債    

長期借入金 8,988 8,960 

リース債務 73 76 

退職給付に係る負債 1,586 1,555 

役員退職慰労引当金 96 100 

資産除去債務 198 182 

その他 218 217 

固定負債合計 11,161 11,093 

負債合計 78,434 77,636 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,214 6,214 

資本剰余金 6,353 6,353 

利益剰余金 29,206 29,145 

自己株式 △1,630 △1,630 

株主資本合計 40,143 40,083 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 696 771 

繰延ヘッジ損益 6 20 

為替換算調整勘定 792 533 

退職給付に係る調整累計額 68 51 

その他の包括利益累計額合計 1,563 1,376 

非支配株主持分 5,843 5,673 

純資産合計 47,550 47,134 

負債純資産合計 125,984 124,770 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 56,755 70,464 

売上原価 53,366 65,594 

売上総利益 3,389 4,869 

販売費及び一般管理費 4,440 4,218 

営業利益又は営業損失（△） △1,050 651 

営業外収益    

受取利息 7 14 

受取配当金 18 22 

為替差益 173 9 

持分法による投資利益 120 89 

雑収入 40 31 

営業外収益合計 360 167 

営業外費用    

支払利息 55 119 

売上割引 22 26 

雑損失 26 20 

営業外費用合計 105 166 

経常利益又は経常損失（△） △796 652 

特別利益    

固定資産売却益 － 0 

特別利益合計 － 0 

特別損失    

固定資産除売却損 1 17 

その他 2 0 

特別損失合計 4 17 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△800 635 

法人税等 △203 204 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △597 431 

非支配株主に帰属する四半期純利益 66 128 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△664 302 

 

- 5 -

丸文株式会社（7537） 平成30年3月期 第1四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △597 431 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △203 75 

繰延ヘッジ損益 △31 14 

為替換算調整勘定 △896 △394 

退職給付に係る調整額 102 △17 

その他の包括利益合計 △1,029 △321 

四半期包括利益 △1,626 109 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,333 146 

非支配株主に係る四半期包括利益 △293 △36 
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（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） 

△800 635 

減価償却費 93 99 
のれん償却額 28 28 
貸倒引当金の増減額（△は減少） 67 △2 
賞与引当金の増減額（△は減少） △322 △327 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △63 3 
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 117 △56 
受取利息及び受取配当金 △25 △37 
支払利息 55 119 
為替差損益（△は益） △596 △7 
持分法による投資損益（△は益） △120 △89 
固定資産除売却損益（△は益） 1 16 
売上債権の増減額（△は増加） 8,043 1,315 
たな卸資産の増減額（△は増加） △2,844 △1,077 
仕入債務の増減額（△は減少） △11,449 △3,016 
その他 1,639 1,899 

小計 △6,175 △497 

利息及び配当金の受取額 175 204 
利息の支払額 △58 △119 
法人税等の支払額 △437 △317 
法人税等の還付額 1 2 

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,494 △728 

投資活動によるキャッシュ・フロー    
定期預金の預入による支出 △62 △101 
定期預金の払戻による収入 53 77 
有価証券の取得による支出 △219 △83 
有形固定資産の取得による支出 △48 △64 
無形固定資産の取得による支出 △12 △186 
投資有価証券の取得による支出 △6 △5 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 

△439 － 

その他 △0 6 

投資活動によるキャッシュ・フロー △734 △359 

財務活動によるキャッシュ・フロー    
短期借入金の純増減額（△は減少） 6,276 2,594 
長期借入金の返済による支出 △28 △28 
配当金の支払額 △451 △376 
非支配株主への配当金の支払額 △73 △109 

その他 △7 △6 

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,714 2,074 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △580 △75 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,094 910 

現金及び現金同等物の期首残高 13,702 12,216 
連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △43 

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,607 13,084 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりました株式

会社池田医療電機は、平成29年４月１日付で当社の連結子会社である丸文通商株式会社による吸収合併で消滅した

ため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 また、前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりましたMarubun Semicon（Shanghai）Co.,Ltd.は、清算手続

き中であり重要性が低下したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 47,991 8,764 56,755 － 56,755 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
0 97 98 △98 － 

計 47,992 8,861 56,854 △98 56,755 

セグメント損失（△） △993 △54 △1,047 △2 △1,050 

（注）１．セグメント損失の調整額△2百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

   ２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動） 

 「デバイス事業」セグメントにおいて、平成28年４月８日付で株式会社ケィティーエルの全株式を取得

し、同社を連結子会社としたことにより、のれんが561百万円増加しております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 62,118 8,345 70,464 － 70,464 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
0 142 142 △142 － 

計 62,118 8,488 70,606 △142 70,464 

セグメント利益 541 112 654 △2 651 

（注）１．セグメント利益の調整額△2百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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